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Ⅰ．問題と目的
場面緘黙 （selective mutism） は、「他の状況 
では話すことができるが話すことが期待され 
ている特定の社会状況 （例えば， 学校） におい
て、話すことが一貫してできない状態であると」
とされている （DSM-5； American Psychiatric 
Association， 2013）。このような状態は、子ども
が幼稚園や保育所に入園したり、小学校入学時
に気づかれることが多い （Cline， 2014）。入園、
入学という環境の変化は、家庭とは異なる集団
での生活の始まりであり、保護者と離れる機会
であることから、「人見知りが強い」「引っ込み
思案」などの性格傾向をもつ場面緘黙発症リス
クの高い幼児で場面緘黙が顕在化すると考えら
れる （高木， 2017）。
場面緘黙の支援には、緘黙が生じている場で
の支援、すなわち緘黙の背景にある不安・緊張
を和らげたり、発話できないことによって生じ
る困難への支援が不可欠である （河井・河井， 
1994）。園山 （2017） は、話せるようになるため
の支援と学校等で安心して過ごせるための支援
の両方が必要であることを指摘している。
これまで、緘黙が生じている場における支援
とその効果について、いくつかの報告がある。
例えば、加藤・小林・山中 （1985） は、小学 1
年生の場面緘黙児 1 名を対象に、家庭と小学校
において刺激フェイディング法を用いて、家庭
から学校場面への発話の般化を検討した。その
結果、教室場面で担任教師に対する発話が可能
となったことを報告した。このように、場面緘
黙に対する地域や学校でのエクスポージャー法
や刺激フェイディング法に基づく実践や、専門
家と学校との協働介入プログラムなども進めら
れている （Bergman， 2013； Cline， 2014； Kearney， 
2010； McHolm， Cunningham， & Vanier， 2005）。
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　本研究では、わが国の幼稚園や保育所における場面緘黙幼児の支援に関する先行研
究を概観し、保育場面における支援の在り方を検討することを目的とした。対象とし
た先行研究は、和文の学術誌および学会発表論文集に掲載された、幼稚園や保育所に
おいて場面緘黙の幼児への支援を実施している研究であった。そして、選定基準に適
合した学術論文 5 編と学会発表論文集掲載論文 5 編を分析対象とした。対象児の年齢
は 2 ～ 6 歳であり、対象児の多くは発話がないだけでなく、過度の緊張や集団活動や
遊びに自分から参加しないといった特徴が見られた。保育者または外部支援者によっ
て、話すことに関する支援、及び園生活や保育活動に関する支援が実施されていた。
これらの支援を通して、対象児の発話や保育活動への参加の改善が見られた。しかし、
分析対象とした学術論文は 5 編と少なく、今後は海外の保育場面における場面緘黙幼
児の支援の現状を把握する必要がある。
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これらの先行研究は、学校などの緘黙が生じて
いる場で話せるようになるための支援を中心と
している。
一方、小島・関戸 （2013） は、小学 2年生の場
面緘黙児 1名を対象に、小学校においてコミュ
ニケーションカードを用いて、挨拶やお礼の自
発的表出を指導した。その結果、対象児は担任
教師や学生ボランティアに対して挨拶等を自発
的に表出するようになり、他の場面でも級友や
他の教師に対して挨拶等を自発的に表出するよ
うになった。また、身振りや筆談、発話も見ら
れるようになり、コミュニケーションモードの
変換がなされたことが報告されている。この研
究では、学校で話せるようになる前に、話すこ
とができないことによるコミュニケーション困
難への支援や、感情や動作の自発的な表出に焦
点を当てた支援も行われている。高木 （2017） は
学校生活における場面緘黙への配慮や工夫とし
て、話すことそのものへのアプローチだけでな
く、本人のもつ力が発揮しやすい環境づくりや
安心・安全を保障することの重要性を指摘して
いる。しかしながら、先行研究では小学校にお
ける支援が中心とされており、場面緘黙の診断
や治療は小学校以降となることが多いことが指
摘されている （Hung， Spencer， & Dronamraju， 
2012）。一方で、DSM-5 では場面緘黙の発症は
通常 5歳未満とされており （American Psychiatric 
Association， 2013）、場面緘黙に関する調査研究 
（深谷・伊藤・松崎・野田， 1970； Sharkey & 
McNicholas， 2012） や文献レビュー （青柳・丹，
2015； 相馬， 1991） でも就学前の発症が多いこと
が報告されている。そして藤田・浜田 （2014） は、
場面緘黙は就学前に好発するため、幼稚園や保
育所における早期発見と早期対応が必要である
ことを指摘している。これらのことから、幼稚
園や保育所等の保育場面では場面緘黙の幼児を
早期に発見し、必要な保育的支援を行う必要が
あると言える。
そこで本研究では、幼稚園や保育所において
場面緘黙を示す幼児を対象に、保育場面での支
援や介入に関する先行研究を概観し、保育場面
における場面緘黙支援の在り方について、文献
的検討を行うことを目的とする。
Ⅱ．方法
1．先行研究論文の検索
国立情報学研究所のCiNii及び科学技術振興
機構の J-Stageを利用し、「場面緘黙児」、「選択
性緘黙児」をキーワードにして検索した。また、
「緘黙」と「幼児」、「保育」、「幼稚園」、「保育所」、
「保育園」、「認定こども園」を組み合わせたも
のをキーワードにして検索した （最終検索日
2018年 7 月21日）。そして、検索結果から場面
緘黙の幼児を対象とし、幼稚園や保育所の保育
場面における支援を報告している学術論文及び
学会発表論文集掲載論文を抽出した。
2．分析対象論文の選定
CiNiiでは94件、J-STAGEでは323編の学術
論文及び学会発表論文集掲載論文が抽出され、
重複を除くと239編となった。239編のうち緘
黙を主題とした学術論文及び学会発表論文集掲
載論文が103編、言語障害や自閉スペクトラム
症、不登校など場面緘黙以外を主題とした論文
が136編あった。また、緘黙を主題とした103
編のうち、場面緘黙児を対象とした支援・介入
が実施されている論文は78編、場面緘黙に関
する調査やレビュー、研究動向などに関する論
文は21編、タイトルのみの記載で詳細不明と
したものが 4 編あった。そして、場面緘黙児を
対象とした支援・介入が実施されている学術論
文及び学会発表論文集掲載論文78編のうち、
就学以降の児童生徒を対象とした論文が最も多
く48編、次に家庭や療育場面における支援・
介入が実施されている論文が19編であり、保
育場面における支援・介入が実施されている論
文は11編であった。11編のうち学術論文は 6
編と少なかったため、5 編の学会発表論文集掲
載論文を含めた11編を分析対象とした。分析
対象とした11編の内容をさらに検討した結果、
そのうち 1 編の学術論文については保育場面に
おいて実施された対応が支援または介入に当て
はまらないと判断されたため除外した。その結
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果、5 編の学術論文と 5 編の学会発表論文集掲
載論文を最終的な分析対象とした。
3．分析項目
分析対象論文について、学術論文と学会発表
論文集掲載論文ごとに、①対象児の年齢、②緘
黙の発症時期、③緘黙の症状、④支援・介入場
面 /支援・介入期間、⑤支援・介入者、⑥支援・
介入方法、⑦保育場面における対象児の変化、
の 7 項目について整理した。
Ⅲ．結果
幼稚園や保育所における場面緘黙支援に関す
る先行研究について整理した結果を、Table 1に
示した。
1．対象児
対象児の年齢は、ほとんどが 4 歳から 6 歳で
あったが （8 編）、2 歳代の幼児を対象としてい
るものも 2 編あった （鹹味・宮原・宮原， 
2001； 鹹味・宮原・宮原， 1987）。
緘黙の症状は、幼稚園や保育所への入園時か
ら見られたが、在園途中から緘黙の症状が見ら
れたケースも 2 件あった （佐木・宮本， 2004； 
桜井・桜井， 2002）。対象児の多くは、呼名に
対する返事もなく、幼稚園や保育所では話さな
かった （6 編）。一部の対象児は、挨拶のみ可
能 （長谷川・宮沢・園山・秋元， 1988）、呼名に
対して「はい」と小さく返事をする （鹹味ら， 
1987）、きょうだいと小声で話す （佐木・宮本， 
2004）、仲の良い他児と時々小声で話す （沢宮・
田上， 2003） といった限定的な発話があった。
また、多くの対象児において緊張が高く動きが
ぎこちない （長谷川ら， 1988； 長谷川・金田， 
1996； 角田， 2017； 佐木・宮本， 2004； 沢宮・
田上， 2003）、集団活動や遊びに自分から参加
しない （長谷川ら， 1988； 角田， 2017； 鹹味ら， 
2001； 鹹味ら， 1987； 小川， 1999）、無表情や表
情の硬さ （秦， 1974； 鹹味ら， 2001； 小川， 
1999）、排泄や食事を自分から行わない （角田， 
2017） といった、緘黙症状以外の特徴が挙げら
れていた。
2．支援・介入者
対象児への保育場面での支援・介入は、幼稚
園教諭や保育士である保育者が実施していた。
また、外部支援者が支援・介入を実施している
ものも 7 編あった。
大学教員やカウンセラーなどの外部支援者に
よる対象児への保育場面での直接介入 （長谷
川・金田， 1996； 佐木・宮本， 2004； 沢宮・田上， 
2003） や、対象児への相談機関の相談室での介
入 （桜井・桜井， 2002； 沢宮・田上， 2003） が実
施されていた。また、長谷川ら （1988） は、幼
稚園の教諭と障害児教育専門家を交えたミー
ティングを園内で週 1 回行い、保育場面での対
象児への配慮を検討していた。加えて、保育者
との面接や保育者へのアドバイス （秦， 1974； 
桜井・桜井， 2002） やコンサルテーション （佐
木・宮本， 2004；沢宮・田上， 2003）、保育者へ
のスーパービジョン （角田， 2017） も実施され
ていた。さらに、外部支援者は母親との面談を
実施し、家庭や幼稚園での対応をアドバイスし
たり （長谷川・金田， 1996； 秦， 1974； 桜井・
桜井， 2002）、母親へのカウンセリング （沢宮・
田上， 2003） を実施しているケースもあった。
3．保育場面における支援・介入
保育場面における支援・介入は、対象児に応
じてその内容はさまざまであったが、大きくは
話すことに関する支援・介入と、園生活や保育
活動に関する支援・介入に分けられた。
話すことに関する支援・介入としては、桜井・
桜井 （2002） は、対象児が家庭で話すことがで
きる幼稚園の友だちを交えて話す状況を保育場
面に設定し、徐々に集団の中で話すことができ
るようにしていくという段階的な介入を実施し
ていた。また、沢宮・田上 （2003） は、降園後
の遊戯室で対象児とその妹と遊ぶことから始
め、保育室で妹と遊ぶ、保育室で妹と仲の良い
他児 1 名と遊ぶ、保育室で仲の良い他児 1 ～ 2
名と担任と遊ぶ、という刺激フェイディング法
を用いた支援を行っていた。長谷川ら （1988） 
は、対象児のわずかな発話に対しても保育者が
共感したり笑顔で応じたりする、対象児との会
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話を他児に広げ、他児との接触を褒めるといっ
た配慮を行っていた。鹹味ら （2001） は、名前
を呼ばれた時の返事やお礼が言えた時に保育者
が賞賛し、応答的な発問を行い言語的交流を
行っていた。そして、言葉でやり取りすること
を心がける （角田， 2017）、保育者と対象児が電
話で話す （小川， 1999）、遊びのなかで対象児が
応答しやすい質問をする （鹹味ら， 1987） と
いったことも挙げられていた。
園生活や保育活動に関する支援・介入として、
対象児と個別的なかかわりをもち信頼関係を築
くことは、多くの支援・介入に共通していた （長
谷川ら， 1988； 長谷川・金田， 1996； 角田， 
2017； 鹹味ら， 2001； 桜井・桜井， 2002）。また、
対象児にゆっくり言葉をかける・話しかける 
（長谷川ら， 1988； 長谷川・金田， 1996； 鹹味ら， 
2001）、対象児と身体接触やスキンシップを図
る （角田， 2017； 鹹味ら， 2001； 鹹味ら， 1987）、
対象児の現在の姿を認める （長谷川ら， 1988； 
鹹味ら， 2001； 小川， 1999）、対象児の興味のあ
る活動や参加しやすい活動に誘う （長谷川ら， 
1988； 鹹味ら， 2001； 佐木・宮本， 2004）、対象
児の思いを代弁・共感する （長谷川ら， 1988； 
角田， 2017； 鹹味ら， 2001）、対象児を遊びに誘
うように他児に頼む （長谷川ら， 1988； 佐木・
宮本， 2004） などが支援・介入としてなされて
いた。
さらに、秦 （1974） では、降園後、保護者が
対象児と仲の良い他児を幼稚園へ遊びに行か
せ、保育者は対象児が園庭で遊んでいたら、で
きるだけ話しかけたり、仕事に差し支えない程
度に職員室等に入れて接触するようにした。他
にも、対象児と気の合いそうな他児をそばにお
く、活動への参加や作品を誉める （長谷川ら， 
1988）、活動を事前に知らせる、困ったときの
対処法を一緒に考える （角田， 2017）、対人関係
ゲームを実施する （沢宮・田上， 2003） なども
挙げられていた。
4．保育場面における対象児の変化
対象児はすべての事例において、集団活動や
遊びへの参加が可能になり、安心して園生活を
過ごすことができるようになっていた。発話に
関しては、口元を動かすようになった （小川， 
1999）、小さな声で話すようになった （桜井・
桜井， 2002； 沢宮・田上， 2003）、声は出してい
ないがコミュニケーションをとるようになった 
（佐木・宮本， 2004）、保育者や他児と話せるよ
うになった （角田， 2017）、大きな声で挨拶し、
降園後に保育者と会話をするようになった 
（秦， 1974）、保育者や他児の質問に発話で応答
するようになった （鹹味ら， 1987）、小さな声だ
が発表ができるようになった、会話がスムーズ
にできるようになった （長谷川ら， 1988）、動作
での応答ができるようになった （長谷川・金田， 
1996）、他児との遊びの中で発話するようになっ
た （鹹味ら， 2001）、というように、対象児によ
り様々であった。また、小学校入学後も安定し
た発話が確認されたことを記載しているものは
2 編のみであった （桜井・桜井， 2002； 沢宮・
田上， 2003）。
Ⅳ．考察
場面緘黙を示す幼児に対する幼稚園や保育所
での支援・介入の先行研究を概観した結果、論
文数は10編と限られており、検出された場面
緘黙への支援・介入を実施した論文の多くが、
就学以降の児童生徒を対象としていた。Hung 
et al （2012） は、場面緘黙に関する論文をレ
ビューした結果、場面緘黙の診断や治療が小学
校以降となることが多いことを指摘している。
また、牧野 （2016） は、場面緘黙において多く
の場合、6 ～ 8 歳まで診断や治療が行われてい
ない原因として、緘黙に対する理解度の不足か
ら性格的原因との区別がつけにくいためである
と推察している。これらのことは、保育場面に
おける場面緘黙児を対象とした支援・介入を実
施した論文数の少なさの要因となっている可能
性が考えられる。このように分析対象とした論
文数は限られていたが、1970年代から2017年
に至るまで場面緘黙の幼児を対象とした保育場
面での支援に関する先行研究があり、対象児の
発話や保育活動への参加を促す実践がなされて
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話を他児に広げ、他児との接触を褒めるといっ
た配慮を行っていた。鹹味ら （2001） は、名前
を呼ばれた時の返事やお礼が言えた時に保育者
が賞賛し、応答的な発問を行い言語的交流を
行っていた。そして、言葉でやり取りすること
を心がける （角田， 2017）、保育者と対象児が電
話で話す （小川， 1999）、遊びのなかで対象児が
応答しやすい質問をする （鹹味ら， 1987） と
いったことも挙げられていた。
園生活や保育活動に関する支援・介入として、
対象児と個別的なかかわりをもち信頼関係を築
くことは、多くの支援・介入に共通していた （長
谷川ら， 1988； 長谷川・金田， 1996； 角田， 
2017； 鹹味ら， 2001； 桜井・桜井， 2002）。また、
対象児にゆっくり言葉をかける・話しかける 
（長谷川ら， 1988； 長谷川・金田， 1996； 鹹味ら， 
2001）、対象児と身体接触やスキンシップを図
る （角田， 2017； 鹹味ら， 2001； 鹹味ら， 1987）、
対象児の現在の姿を認める （長谷川ら， 1988； 
鹹味ら， 2001； 小川， 1999）、対象児の興味のあ
る活動や参加しやすい活動に誘う （長谷川ら， 
1988； 鹹味ら， 2001； 佐木・宮本， 2004）、対象
児の思いを代弁・共感する （長谷川ら， 1988； 
角田， 2017； 鹹味ら， 2001）、対象児を遊びに誘
うように他児に頼む （長谷川ら， 1988； 佐木・
宮本， 2004） などが支援・介入としてなされて
いた。
さらに、秦 （1974） では、降園後、保護者が
対象児と仲の良い他児を幼稚園へ遊びに行か
せ、保育者は対象児が園庭で遊んでいたら、で
きるだけ話しかけたり、仕事に差し支えない程
度に職員室等に入れて接触するようにした。他
にも、対象児と気の合いそうな他児をそばにお
く、活動への参加や作品を誉める （長谷川ら， 
1988）、活動を事前に知らせる、困ったときの
対処法を一緒に考える （角田， 2017）、対人関係
ゲームを実施する （沢宮・田上， 2003） なども
挙げられていた。
4．保育場面における対象児の変化
対象児はすべての事例において、集団活動や
遊びへの参加が可能になり、安心して園生活を
過ごすことができるようになっていた。発話に
関しては、口元を動かすようになった （小川， 
1999）、小さな声で話すようになった （桜井・
桜井， 2002； 沢宮・田上， 2003）、声は出してい
ないがコミュニケーションをとるようになった 
（佐木・宮本， 2004）、保育者や他児と話せるよ
うになった （角田， 2017）、大きな声で挨拶し、
降園後に保育者と会話をするようになった 
（秦， 1974）、保育者や他児の質問に発話で応答
するようになった （鹹味ら， 1987）、小さな声だ
が発表ができるようになった、会話がスムーズ
にできるようになった （長谷川ら， 1988）、動作
での応答ができるようになった （長谷川・金田， 
1996）、他児との遊びの中で発話するようになっ
た （鹹味ら， 2001）、というように、対象児によ
り様々であった。また、小学校入学後も安定し
た発話が確認されたことを記載しているものは
2 編のみであった （桜井・桜井， 2002； 沢宮・
田上， 2003）。
Ⅳ．考察
場面緘黙を示す幼児に対する幼稚園や保育所
での支援・介入の先行研究を概観した結果、論
文数は10編と限られており、検出された場面
緘黙への支援・介入を実施した論文の多くが、
就学以降の児童生徒を対象としていた。Hung 
et al （2012） は、場面緘黙に関する論文をレ
ビューした結果、場面緘黙の診断や治療が小学
校以降となることが多いことを指摘している。
また、牧野 （2016） は、場面緘黙において多く
の場合、6 ～ 8 歳まで診断や治療が行われてい
ない原因として、緘黙に対する理解度の不足か
ら性格的原因との区別がつけにくいためである
と推察している。これらのことは、保育場面に
おける場面緘黙児を対象とした支援・介入を実
施した論文数の少なさの要因となっている可能
性が考えられる。このように分析対象とした論
文数は限られていたが、1970年代から2017年
に至るまで場面緘黙の幼児を対象とした保育場
面での支援に関する先行研究があり、対象児の
発話や保育活動への参加を促す実践がなされて
わが国における保育場面で場面緘黙を示す幼児の支援に関する文献的検討
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角
遊
び
」「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
な
ど
の
対
人
関
係
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る
（
リ
ー
ダ
ー
は
担
任
，
副
リ
ー
ダ
ー
が
第
一
著
者
）
 
【
相
談
室
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
 
・
は
じ
め
は
妹
と
母
親
の
三
人
で
遊
び
，
徐
々
に
第
一
著
者
が
遊
び
に
入
る

・
母
親
へ
の
認
知
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
】
・
小
学
校
の
担
任
か
ら
様
子
を
聞
き
取
る
・「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
で
小
声
で
は
あ
る
が
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
他
児
と
一
緒
に
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
 
・
日
常
の
遊
び
場
面
で
も
仲
の
良
い
他
児
の
言
葉
か
け
に
対
し
て
，
小
声
で
応
じ
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
 
【
小
学
校
】
 
・
口
数
は
少
な
い
が
，
発
話
量
は
次
第
に
増
え
，
問
題
は
な
く
な
っ
て
い
る
 
佐
木
・
宮
本
2
00
4

6
歳

年
長

年
中
後
半
5
歳
8
か
月
頃
）
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
幼
稚
園
で
は
声
は
出
さ
な
い
・
年
少
組
に
い
る
き
ょ
う
だ
い
と
は
他
者
に
声
が
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
内
緒
話
を
す
る
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
特
徴
】
・
身
辺
整
理
後
は
立
っ
た
ま
ま
で
い
る
・
周
り
の
他
児
の
様
子
を
ち
ら
ち
ら
伺
う ・
体
は
硬
く
ぎ
こ
ち
な
い
・
用
が
あ
る
時
，
担
任
の
エ
プ
ロ
ン
を
引
っ
張
っ
た
り
，
訴
え
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
幼
稚
園
 
9
か
月
 
・
担
任
教
諭
・
第
一
著
者
：
担
任
教
諭
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
保
育
場
面
で
の
対
象
児
へ
の
直
接
介
入
【
保
育
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
対
象
児
の
居
場
所
を
作
り
，
そ
の
場
所
で
対
象
児
の
好
む
活
動
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る

・
他
児
に
対
象
児
を
遊
び
に
誘
っ
て
も
ら
い
，
担
任
は
仲
介
的
な
役
割
を
す
る
よ
う
に
提
案
す
る

・
教
諭
は
対
象
児
を
注
視
せ
ず
，
敢
え
て
「
見
な
い
」
こ
と
を
提
案
す
る 【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
・
対
象
児
を
制
作
遊
び
に
誘
う
・
他
児
に
対
象
児
を
誘
う
よ
う
に
声
を
か
け
る
・
他
児
と
ど
こ
に
行
っ
た
か
，
何
を
し
て
い
た
か
を
問
い
た
だ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
・
他
児
の
顔
を
見
て
，
表
情
が
和
ら
ぐ
・
身
体
の
動
き
が
柔
ら
か
く
な
る
・
他
児
と
手
を
つ
な
ぎ
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
笑
い
声
を
立
て
な
が
ら
「
い
れ
て
」
と
言
う
．
対
象
児
は
声
を
出
し
て
は
い
な
い
・
特
定
の
他
児
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
る
・
園
内
で
保
育
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
・
表
情
が
明
る
く
な
る
・
身
体
の
動
き
が
軽
や
か
に
な
る
角
田
2
01
7

4
歳

年
中

年
少
の
入
園
当
初
よ
り
不
安
や
緊
張
が
強
い

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
保
育
所
で
一
言
も
話
を
し
な
い
・
発
声
，
泣
く
，
笑
う
際
に
声
を
殺
す
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
特
徴
】
・
体
は
緊
張
状
態
で
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
い ・
排
泄
は
連
れ
て
行
く
と
で
き
る
・
食
事
は
食
べ
さ
せ
れ
ば
食
べ
る
・
集
団
活
動
に
近
づ
く
が
参
加
は
し
な
い
保
育
所
 
9
か
月
 
・
担
当
保
育
士
・
著
者
：
担
当
保
育
士
へ
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
3
回
【
保
育
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
言
葉
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
保
育
を
す
る
・
対
象
児
が
よ
り
よ
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
か
か
わ
る
・
白
黒
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
，
グ
レ
ー
部
分
を
増
や
せ
る
よ
う
に
心
が
け
る
・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
安
心
で
き
よ
う
か
か
わ
る
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
・
遊
び
の
中
で
く
す
ぐ
り
抱
き
し
め
る
・
お
ん
ぶ
を
す
る
・
対
象
児
の
思
い
の
代
弁
を
す
る
・
食
事
や
集
団
活
動
時
な
ど
，
対
象
児
が
望
ん
だ
と
き
に
は
必
ず
保
育
者
の
隣
で
安
心
で
き
る
よ
う
に
す
る
・
言
葉
で
や
り
と
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
・
活
動
を
事
前
に
知
ら
せ
る
・
安
心
で
き
る
環
境
を
提
示
す
る
・
困
っ
た
時
の
対
処
法
を
一
緒
に
考
え
る
・
対
象
児
と
他
児
の
仲
立
ち
を
し
，
対
等
に
遊
ぶ
見
本
や
き
っ
か
け
を
作
る
・
担
当
の
か
か
わ
り
を
期
待
し
，
笑
顔
で
離
れ
た
り
近
づ
い
た
り
す
る

・
身
体
が
柔
ら
か
く
な
る
・
担
当
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
・
担
当
と
追
い
か
け
っ
こ
や
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
で
活
発
に
遊
ぶ
・
運
動
会
の
練
習
へ
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
・
担
当
と
 1
 対
1 の
と
き
話
し
か
け
て
く
る
・
日
に
日
に
会
話
が
増
え
る
・
担
当
と
仲
の
良
い
他
児
と
話
を
す
る
よ
う
に
な
る
・
ク
ラ
ス
で
話
し
を
す
る
よ
う
に
な
る
・
絵
画
表
現
や
発
表
会
へ
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
・
安
心
し
て
生
活
し
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
・
言
葉
で
思
い
を
表
現
し
た
り
対
処
法
を
考
え
た
り
す
る
藤原　あや・園山　繁樹
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・
一
人
で
遊
ん
だ
り
，
他
児
と
遊
ん
だ
り
す
る
 
・
他
児
の
話
に
頷
く
 
場
面
で
の
対
象
児
へ
の
直
接
介
入

妹
と
仲
の
良
い
他
児
一
人
と
遊
ぶ
，
保
育
室
で
仲
の
良
い
他
児
1～
2
名
と
担
任
と
遊
ぶ
よ
う
に
す
る
 
・「
丸
・
三
角
・
四
角
遊
び
」「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
な
ど
の
対
人
関
係
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る
（
リ
ー
ダ
ー
は
担
任
，
副
リ
ー
ダ
ー
が
第
一
著
者
）
 
【
相
談
室
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
 
・
は
じ
め
は
妹
と
母
親
の
三
人
で
遊
び
，
徐
々
に
第
一
著
者
が
遊
び
に
入
る

・
母
親
へ
の
認
知
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
】
・
小
学
校
の
担
任
か
ら
様
子
を
聞
き
取
る
・「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
で
小
声
で
は
あ
る
が
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
他
児
と
一
緒
に
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
 
・
日
常
の
遊
び
場
面
で
も
仲
の
良
い
他
児
の
言
葉
か
け
に
対
し
て
，
小
声
で
応
じ
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
 
【
小
学
校
】
 
・
口
数
は
少
な
い
が
，
発
話
量
は
次
第
に
増
え
，
問
題
は
な
く
な
っ
て
い
る
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か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
幼
稚
園
で
は
声
は
出
さ
な
い
・
年
少
組
に
い
る
き
ょ
う
だ
い
と
は
他
者
に
声
が
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
内
緒
話
を
す
る
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
特
徴
】
・
身
辺
整
理
後
は
立
っ
た
ま
ま
で
い
る
・
周
り
の
他
児
の
様
子
を
ち
ら
ち
ら
伺
う ・
体
は
硬
く
ぎ
こ
ち
な
い
・
用
が
あ
る
時
，
担
任
の
エ
プ
ロ
ン
を
引
っ
張
っ
た
り
，
訴
え
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
幼
稚
園
 
9
か
月
 
・
担
任
教
諭
・
第
一
著
者
：
担
任
教
諭
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
保
育
場
面
で
の
対
象
児
へ
の
直
接
介
入
【
保
育
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
対
象
児
の
居
場
所
を
作
り
，
そ
の
場
所
で
対
象
児
の
好
む
活
動
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る

・
他
児
に
対
象
児
を
遊
び
に
誘
っ
て
も
ら
い
，
担
任
は
仲
介
的
な
役
割
を
す
る
よ
う
に
提
案
す
る

・
教
諭
は
対
象
児
を
注
視
せ
ず
，
敢
え
て
「
見
な
い
」
こ
と
を
提
案
す
る 【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
・
対
象
児
を
制
作
遊
び
に
誘
う
・
他
児
に
対
象
児
を
誘
う
よ
う
に
声
を
か
け
る
・
他
児
と
ど
こ
に
行
っ
た
か
，
何
を
し
て
い
た
か
を
問
い
た
だ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
・
他
児
の
顔
を
見
て
，
表
情
が
和
ら
ぐ
・
身
体
の
動
き
が
柔
ら
か
く
な
る
・
他
児
と
手
を
つ
な
ぎ
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
笑
い
声
を
立
て
な
が
ら
「
い
れ
て
」
と
言
う
．
対
象
児
は
声
を
出
し
て
は
い
な
い
・
特
定
の
他
児
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
る
・
園
内
で
保
育
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
・
表
情
が
明
る
く
な
る
・
身
体
の
動
き
が
軽
や
か
に
な
る
角
田
2
01
7

4
歳

年
中

年
少
の
入
園
当
初
よ
り
不
安
や
緊
張
が
強
い

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
保
育
所
で
一
言
も
話
を
し
な
い
・
発
声
，
泣
く
，
笑
う
際
に
声
を
殺
す
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
特
徴
】
・
体
は
緊
張
状
態
で
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
い ・
排
泄
は
連
れ
て
行
く
と
で
き
る
・
食
事
は
食
べ
さ
せ
れ
ば
食
べ
る
・
集
団
活
動
に
近
づ
く
が
参
加
は
し
な
い
保
育
所
 
9
か
月
 
・
担
当
保
育
士
・
著
者
：
担
当
保
育
士
へ
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
3
回
【
保
育
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
言
葉
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
保
育
を
す
る
・
対
象
児
が
よ
り
よ
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
か
か
わ
る
・
白
黒
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
，
グ
レ
ー
部
分
を
増
や
せ
る
よ
う
に
心
が
け
る
・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
安
心
で
き
よ
う
か
か
わ
る
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
・
遊
び
の
中
で
く
す
ぐ
り
抱
き
し
め
る
・
お
ん
ぶ
を
す
る
・
対
象
児
の
思
い
の
代
弁
を
す
る
・
食
事
や
集
団
活
動
時
な
ど
，
対
象
児
が
望
ん
だ
と
き
に
は
必
ず
保
育
者
の
隣
で
安
心
で
き
る
よ
う
に
す
る
・
言
葉
で
や
り
と
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
・
活
動
を
事
前
に
知
ら
せ
る
・
安
心
で
き
る
環
境
を
提
示
す
る
・
困
っ
た
時
の
対
処
法
を
一
緒
に
考
え
る
・
対
象
児
と
他
児
の
仲
立
ち
を
し
，
対
等
に
遊
ぶ
見
本
や
き
っ
か
け
を
作
る
・
担
当
の
か
か
わ
り
を
期
待
し
，
笑
顔
で
離
れ
た
り
近
づ
い
た
り
す
る

・
身
体
が
柔
ら
か
く
な
る
・
担
当
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
・
担
当
と
追
い
か
け
っ
こ
や
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
で
活
発
に
遊
ぶ
・
運
動
会
の
練
習
へ
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
・
担
当
と
 1
 対
1 の
と
き
話
し
か
け
て
く
る
・
日
に
日
に
会
話
が
増
え
る
・
担
当
と
仲
の
良
い
他
児
と
話
を
す
る
よ
う
に
な
る
・
ク
ラ
ス
で
話
し
を
す
る
よ
う
に
な
る
・
絵
画
表
現
や
発
表
会
へ
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
・
安
心
し
て
生
活
し
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
・
言
葉
で
思
い
を
表
現
し
た
り
対
処
法
を
考
え
た
り
す
る
わが国における保育場面で場面緘黙を示す幼児の支援に関する文献的検討
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に
通
っ
た
こ
ろ
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
一
度
，
呼
名
に
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た
が
，
そ
れ
以
外
幼
稚
園
で
話
を
し
な
い
【
そ
の
他
の
特
徴
】
・
日
常
生
活
，
保
育
活
動
は
他
児
と
変
わ
り
な
く
，
委
縮
し
て
い
る
様
子
も
な
い
・
他
児
と
も
遊
び
，
会
話
の
代
わ
り
に
体
で
表
現
す
る
・
顔
は
無
表
情
で
あ
る
幼
稚
園
 
1
年
数
か
月
 
・
担
任
教
諭
・
著
者
：
相
談
室
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
親
と
の
面
接
や
幼
稚
園
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
【
保
育
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
親
に
降
園
後
，
幼
稚
園
へ
遊
び
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
，
幼
稚
園
に
は
対
象
児
が
園
庭
で
遊
ん
で
い
た
ら
，
保
育
者
は
で
き
る
だ
け
話
し
か
け
た
り
，
仕
事
に
差
し
支
え
な
い
程
度
に
職
員
室
等
に
入
れ
て
接
触
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
・
機
会
が
あ
る
た
び
に
話
し
か
け
た
り
，
話
し
出
す
よ
う
に
接
す
る
・
降
園
後
，
対
象
児
が
遊
び
に
き
た
際
に
，
話
し
か
け
，
接
触
す
る
【
家
庭
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
・
降
園
後
，
対
象
児
と
仲
の
良
い
他
児
を
幼
稚
園
へ
遊
び
に
連
れ
て
い
く
・
話
さ
な
い
で
一
学
期
が
過
ぎ
た
が
，
帰
り
に
送
っ
た
際
に
担
任
に
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
大
き
な
声
で
言
う

・
9 月
に
は
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
・「
さ
よ
う
な
ら
」
は
大
き
な
声
で
言
う
よ
う
に
な
る
・
12
 月
頃
，
降
園
後
，
園
に
遊
び
に
行
っ
て
保
育
者
に
い
ろ
い
ろ
話
す
よ
う
に
な
る
・「
お
は
よ
う
」
を
大
き
な
声
で
言
う
よ
う
に
な
る
・
2 月
，
友
だ
ち
も
増
え
，
自
分
か
ら
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
く
よ
う
に
な
る
・
は
し
か
で
 2
 週
間
休
み
，
話
す
こ
と
は
後
退
す
る
鹹
味
・
宮
原
・
宮
原
1
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
2
歳
6
か
月

2
歳
6
か
月
 
※
支
援
開
始
時
の
年
齢
【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
呼
名
に
対
し
て
「
は
い
」
と
小
さ
な
声
で
返
事
を
す
る
以
外
は
話
さ
な
い
．
家
庭
で
は
話
す
【
そ
の
他
の
症
状
や
活
動
の
様
子
】
・
棒
立
ち
で
他
児
の
遊
び
を
見
る
保
育
園
 
1
年
4
か
月
 
・
保
育
士
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】

・
鬼
ご
っ
こ
で
，
対
象
児
を
つ
か
ま
え
た
と
き
，
し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
子
ど
も
の
顔
，
頭
等
に
触
れ
る
・
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
「
何
屋
さ
ん
で
す
か
？
」，
「
10
円
払
い
ま
す
ね
」
と
声
を
か
け
る
・
対
象
児
の
「
オ
ー
イ
」
に
対
し
て
「
オ
ー
イ
，
〇
く
ん
」
と
応
答
す
る ・「
お
は
よ
う
」
と
挨
拶
を
す
る
・
挨
拶
を
返
し
た
対
象
児
に
対
し
て
，「
大
き
な
声
で
元
気
に
よ
く
言
え
た
わ
ね
．
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
わ
ね
」
と
対
応
す
る
・
鬼
ご
っ
こ
で
「
先
生
が
鬼
よ
．
お
に
だ
ぞ
ー
」
に
対
し
て
，
逃
げ
る
動
作
に
と
も
な
い
「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
」
と
言
う

・
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
保
育
者
に
「
何
屋
さ
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
，「
だ
ん
ご
」
と
答
え
る
・
保
育
者
に
ケ
ー
キ
を
渡
す
・
ポ
ッ
ク
リ
遊
び
の
説
明
に
対
し
て
「
し
な
い
」
と
言
う
・
保
育
者
の
問
い
か
け
に
対
し
て
「
〇
君
が
い
じ
わ
る
す
る
」
と
答
え
る
・
他
児
に
向
か
っ
て
「
オ
ー
イ
」
と
呼
び
か
け
る
・
保
育
者
の
「
お
は
よ
う
」
に
対
し
て
，
大
き
な
声
で
「
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
．
み
な
さ
ん
，
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
・
他
児
に
「
い
く
つ
」
と
聞
か
れ
，
指
を
三
本
立
て
て
答
え
る
．
さ
ら
に
「
い
く
つ
」
と
聞
か
れ
，「
3 さ
い
」
と
言
う
・
保
育
者
に
「
わ
あ
一
，
す
ご
い
ね
．
誰
と
一
緒
に
乗
っ
た
の
？
」
と
聞
か
れ
，「
お
か
あ
さ
ん
と
〇
君
と
パ
パ
と
乗
っ
た
」
と
答
え
る
長
谷
川
・
宮
沢
・
園
山
・
秋
元 1
98
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
A
児
：
4
歳
4 
か
月
4
歳
児
学
級

B
児
：
4
歳
3
か
月
4
歳
児
学
級
）

4
歳
児
学
級
へ
の
入
園
当
初
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

A
児
：

・
発
語
，
返
事
は
な
い
・
保
育
者
の
問
い
か
け
に
応
答
で
き
な
い
B
児
：
・「
お
は
よ
う
」「
さ
よ
う
な
ら
」「
や
ら
な
い
」
以
外
は
ほ
と
ん
ど
話
を
す
る
こ
と
は
な
い
・
保
育
者
の
問
い
か
け
に
ほ
と
ん
ど
応
答
で
き
な
い
【
そ
の
他
の
症
状
や
活
動
の
様
子
】
A
児
：
・
過
緊
張
で
歩
行
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る ・
諸
活
動
は
傍
観
す
る
B
児
：
・
過
緊
張
で
あ
る
・
諸
活
動
は
ほ
と
ん
ど
傍
観
す
る
幼
稚
園
 
2
年
 
・
教
諭
・
第
三
著
者
：
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
週
1
回
，
全
教
諭
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
【
保
育
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
保
育
者
と
の
絆
を
作
る
・
返
答
を
要
し
な
い
言
葉
か
け
を
増
や
す
・
参
加
し
や
す
い
活
動
を
工
夫
す
る
と
共
に
傍
観
も
対
象
児
な
り
の
参
加
と
し
て
認
め
る
・
話
せ
る
こ
と
よ
り
も
遊
べ
る
こ
と
を
優
先
す
る
・
ふ
さ
わ
し
い
友
だ
ち
関
係
を
工
夫
す
る
・
他
児
と
の
橋
渡
し
を
保
育
者
が
担
う
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】
$
児
：
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
個
別
的
な
か
か
わ
り
を
も
つ
・
要
求
を
せ
ず
に
今
の
姿
を
認
め
る
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
子
と
は
空
間
を
離
し
，
気
の
合
い
そ
う
な
子
を
そ
ば
に
お
く
・
遊
び
の
中
で
他
児
と
か
か
わ
り
自
然
に
話
を
す
る
の
を
期
待
す
る
・
傍
観
に
対
し
て
容
認
の
視
線
を
送
る
・「
○
○
だ
ね
」
と
応
答
の
い
ら
な
い
言
葉
を
か
け
る
・
他
児
と
仲
良
く
遊
べ
た
こ
と
を
認
め
た
り
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
共
A
児
：

・
4
歳
児
学
級
で
は
5
月
に
時
々
返
事
が
聞
か
れ
は
じ
め
る
 
・
目
線
で
し
た
い
こ
と
を
訴
え
る
 
・
過
緊
張
は
徐
々
に
薄
れ
，
戸
外
で
は
伸
び
伸
び
す
る
よ
う
に
な
る
 
・
一
度
保
育
者
の
問
い
か
け
に
答
え
る
 
・
時
々
に
保
育
者
に
家
庭
の
事
を
話
す
 
・
5
歳
児
学
級
で
は
保
育
者
の
質
問
に
は
首
の
動
作
で
答
え
る ・
5
月
に
遊
ん
で
い
る
時
に
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」
と
は
し
ゃ
い
だ
の
を
契
機
に
発
話
が
増
え
る
 
・
大
勢
の
前
で
も
も
じ
も
じ
し
た
り
，
声
が
小
さ
く
な
る
が
，
発
表
で
き
る
B
児
：
・
4
歳
児
学
級
で
は
，
発
話
は
「
さ
よ
う
な
ら
」「
や
ら
な
い
」
等
に
限
ら
れ
て
い
る
 
・
返
事
が
可
能
と
な
り
，
笑
い
声
も
も
れ
る
・
他
児
と
の
会
話
も
時
に
可
能
に
な
る
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感
し
て
い
く

・
対
象
児
を
遊
び
に
誘
う
よ
う
に
他
児
に
頼
む
%
児
：
・
発
語
を
必
要
と
し
な
い
言
葉
か
け
を
こ
ま
め
に
す
る
・
誉
め
る
こ
と
を
多
く
す
る
・
対
象
児
を
保
育
者
が
ガ
ー
ド
し
た
り
，
代
弁
す
る
・
言
葉
か
け
は
ゆ
っ
く
り
し
，
わ
ず
か
な
発
話
に
対
し
て
も
共
感
し
，
笑
顔
で
応
じ
る
・
対
象
児
の
好
き
そ
う
な
話
題
を
選
ぶ
・
歌
や
手
遊
び
は
，
目
線
を
送
っ
て
ほ
め
た
り
，
対
象
児
だ
け
に
直
接
誉
め
た
り
す
る
・
意
図
的
に
グ
ル
ー
プ
で
遊
具
で
遊
ぶ
機
会
を
作
り
，
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
心
か
ら
誉
め
る
・
対
象
児
と
保
育
者
が
話
し
て
い
る
時
，
他
児
に
も
会
話
を
広
げ
，
他
児
と
の
接
触
を
は
か
る
・
大
き
な
笑
い
声
や
「
あ
り
が
と
う
」
が
聞
か
れ
る
 
・
保
育
者
と
の
会
話
も
可
能
に
な
る
 
・
5
歳
児
学
級
当
初
は
，
返
事
以
外
の
発
話
は
聞
か
れ
ず
，
4
月
か
ら
挨
拶
が
可
能
に
な
る
・
5
月
に
B
児
が
好
き
な
音
楽
を
保
育
者
が
か
け
て
い
る
時
に
，
保
育
者
に
話
し
か
け
る
・
笑
い
声
が
増
え
る
・
家
で
飼
い
始
め
た
犬
の
事
を
話
す
・「
お
は
よ
う
」
が
元
気
に
言
え
る
・
会
話
が
ス
ム
ー
ス
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
長
谷
川
・
金
田 1
99
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
4
歳
9
か
月
 
入
園
時
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
保
育
所
で
は
全
く
話
を
し
な
い
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
症
状
や
活
動
の
様
子
】
・
体
や
表
情
に
強
い
緊
張
感
が
見
ら
れ
る
・
他
児
や
保
育
者
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
な
い
・
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
・
子
ど
も
が
少
な
い
夕
方
に
一
人
で
遊
ぶ
保
育
所
 
2
か
月
 
・
保
育
士
・
著
者
：
週
に
2
回
保
育
場
面
で
の
対
象
児
へ
の
直
接
介
入
・
発
達
相
談
員
：
支
援
者
間
の
協
議
に
参
加
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】

・
著
者
：
対
象
児
に
話
し
か
け
る
・
保
育
士
：
対
象
児
に
個
人
的
な
接
触
を
多
く
す
る
【
家
庭
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】
・
保
育
士
・
発
達
相
談
員
：
母
子
登
園
の
実
施
を
提
案
す
る
・
保
育
士
：
連
絡
ノ
ー
ト
を
通
し
て
母
親
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
・
発
達
相
談
員
：
母
親
に
母
子
登
園
時
の
対
象
児
へ
の
働
き
か
け
や
生
活
全
般
へ
の
助
言
を
す
る
・
著
者
の
問
い
か
け
に
動
作
で
応
え
る
・
遊
び
へ
の
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
，
行
動
に
意
志
が
表
れ
る
・
他
児
が
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
・
母
子
登
園
に
お
い
て
，
母
親
に
自
分
の
感
情
を
表
現
す
る
・
自
由
に
活
動
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る
・
母
親
が
他
児
と
か
か
わ
る
う
ち
に
対
象
児
も
混
ざ
り
，
他
児
と
遊
ぶ
機
会
が
増
え
る
・
母
親
が
い
な
い
日
に
も
自
主
的
に
一
人
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
鹹
味
・
宮
原
・
宮
原
2
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
2
歳
11
か
月
 
入
園
時
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
呼
名
に
対
す
る
返
事
は
な
く
，
話
を
し
な
い
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
症
状
や
活
動
の
様
子
】
・
表
情
が
硬
い
・
棒
立
ち
で
他
児
の
遊
び
を
見
る
・
話
し
か
け
ら
れ
る
と
顔
や
体
が
こ
わ
ば
る
保
育
所
 
9
か
月
 
・
担
任
保
育
士
2
名
 
・
副
担
任
1
名
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】

・
笑
顔
で
話
し
か
け
る
・
そ
の
ま
ま
の
行
動
を
そ
ば
で
見
守
っ
て
受
容
し
，
根
気
強
く
対
応
す
る ・
返
事
で
手
を
あ
げ
た
と
き
「
す
ご
い
」
と
い
っ
て
賞
賛
す
る
・
対
象
児
の
気
持
ち
に
そ
っ
て
，
共
感
し
た
言
葉
で
安
心
さ
せ
見
守
る
・
対
象
児
の
か
か
わ
り
を
も
と
う
と
す
る
自
発
性
を
認
め
る
・
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
，
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
と
い
う
ま
な
ざ
し
で
見
守
る
・
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
応
答
的
な
発
問
を
し
，
言
語
的
交
流
を
す
る
・
対
象
児
の
好
き
な
遊
び
に
さ
そ
っ
て
，
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
さ
り
げ
な
く
手
を
つ
な
い
だ
り
頭
や
体
に
触
れ
，
声
を
か
け
な
が
ら
対
応
を
す
る
・
特
定
の
他
児
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
場
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
，
言
葉
で
行
動
を
促
す
・
外
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
の
中
で
名
前
を
呼
び
，
返
事
が
で
き
た
対
象
児
の
そ
ば
に
行
っ
て
賞
賛
の
拍
手
と
言
葉
で
受
容
す
る
・
子
ど
も
同
士
の
か
か
わ
り
を
，
少
し
離
れ
て
い
て
も
眼
差
し
を
向
け
，
他
児
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
見
守
る
・
子
ど
も
の
輿
味
の
あ
る
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
た
り
，
遊
び
の
工
夫
を
し
て
，
対
象
児
が
他
児
や
保
育
者
と
一
緒
に
遊
び
，
交
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
に
援
助
を
す
る
・
対
象
児
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
た
こ
と
に
対
し
て
「
よ
く
言
え
た
ね
」
と
賞
賛
す
る
・
呼
名
に
対
し
て
時
々
手
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
る
・
好
き
な
絵
本
・
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
，
一
定
の
距
離
を
お
き
鬼
ご
っ
こ
に
参
加
す
る
・
保
育
者
に
自
分
の
要
求
を
目
で
伝
え
る
よ
う
に
な
る
・
呼
名
の
時
，
表
情
が
や
わ
ら
か
く
な
り
手
を
挙
げ
て
頷
く
よ
う
に
な
る
・
保
育
者
に
笑
顔
を
見
せ
，
ブ
ロ
ッ
ク
を
手
渡
し
，
か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
・
呼
名
の
時
，
口
を
も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
声
を
出
そ
う
と
す
る
が
出
な
い
・
保
育
者
の
質
問
に
，「
川
に
行
っ
た
」
と
答
え
る
・
保
育
者
に
近
づ
き
笑
顔
を
見
せ
，
身
振
り
で
意
思
を
伝
え
る
よ
う
に
な
る
・
呼
名
の
時
，
笑
顔
を
見
せ
，「
は
い
」
と
小
さ
な
声
で
返
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
・
鬼
ご
っ
こ
で
は
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」
と
声
を
出
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
・
特
定
の
他
児
と
一
緒
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
・
外
で
の
呼
名
で
「
は
い
」
と
声
を
出
し
て
返
事
を
す
る
・
他
児
と
の
遊
び
で
「
あ
っ
ち
に
あ
る
」
と
言
う
・
保
育
者
に
近
づ
い
て
，
そ
ば
に
座
り
体
に
触
れ
よ
う
と
す
る ・
他
児
の
輪
の
中
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
・
保
育
者
に
「
き
っ
ぷ
」
と
言
っ
て
葉
っ
ぱ
を
手
渡
す
・
他
児
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
・
保
育
者
に
ボ
タ
ン
を
「
と
め
て
ー
」
と
言
っ
て
甘
え
る
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感
し
て
い
く

・
対
象
児
を
遊
び
に
誘
う
よ
う
に
他
児
に
頼
む
%
児
：
・
発
語
を
必
要
と
し
な
い
言
葉
か
け
を
こ
ま
め
に
す
る
・
誉
め
る
こ
と
を
多
く
す
る
・
対
象
児
を
保
育
者
が
ガ
ー
ド
し
た
り
，
代
弁
す
る
・
言
葉
か
け
は
ゆ
っ
く
り
し
，
わ
ず
か
な
発
話
に
対
し
て
も
共
感
し
，
笑
顔
で
応
じ
る
・
対
象
児
の
好
き
そ
う
な
話
題
を
選
ぶ
・
歌
や
手
遊
び
は
，
目
線
を
送
っ
て
ほ
め
た
り
，
対
象
児
だ
け
に
直
接
誉
め
た
り
す
る
・
意
図
的
に
グ
ル
ー
プ
で
遊
具
で
遊
ぶ
機
会
を
作
り
，
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
心
か
ら
誉
め
る
・
対
象
児
と
保
育
者
が
話
し
て
い
る
時
，
他
児
に
も
会
話
を
広
げ
，
他
児
と
の
接
触
を
は
か
る
・
大
き
な
笑
い
声
や
「
あ
り
が
と
う
」
が
聞
か
れ
る
 
・
保
育
者
と
の
会
話
も
可
能
に
な
る
 
・
5
歳
児
学
級
当
初
は
，
返
事
以
外
の
発
話
は
聞
か
れ
ず
，
4
月
か
ら
挨
拶
が
可
能
に
な
る
・
5
月
に
B
児
が
好
き
な
音
楽
を
保
育
者
が
か
け
て
い
る
時
に
，
保
育
者
に
話
し
か
け
る
・
笑
い
声
が
増
え
る
・
家
で
飼
い
始
め
た
犬
の
事
を
話
す
・「
お
は
よ
う
」
が
元
気
に
言
え
る
・
会
話
が
ス
ム
ー
ス
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
長
谷
川
・
金
田 1
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
4
歳
9
か
月
 
入
園
時
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
保
育
所
で
は
全
く
話
を
し
な
い
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
症
状
や
活
動
の
様
子
】
・
体
や
表
情
に
強
い
緊
張
感
が
見
ら
れ
る
・
他
児
や
保
育
者
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
な
い
・
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
・
子
ど
も
が
少
な
い
夕
方
に
一
人
で
遊
ぶ
保
育
所
 
2
か
月
 
・
保
育
士
・
著
者
：
週
に
2
回
保
育
場
面
で
の
対
象
児
へ
の
直
接
介
入
・
発
達
相
談
員
：
支
援
者
間
の
協
議
に
参
加
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】

・
著
者
：
対
象
児
に
話
し
か
け
る
・
保
育
士
：
対
象
児
に
個
人
的
な
接
触
を
多
く
す
る
【
家
庭
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
】
・
保
育
士
・
発
達
相
談
員
：
母
子
登
園
の
実
施
を
提
案
す
る
・
保
育
士
：
連
絡
ノ
ー
ト
を
通
し
て
母
親
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
・
発
達
相
談
員
：
母
親
に
母
子
登
園
時
の
対
象
児
へ
の
働
き
か
け
や
生
活
全
般
へ
の
助
言
を
す
る
・
著
者
の
問
い
か
け
に
動
作
で
応
え
る
・
遊
び
へ
の
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
，
行
動
に
意
志
が
表
れ
る
・
他
児
が
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
・
母
子
登
園
に
お
い
て
，
母
親
に
自
分
の
感
情
を
表
現
す
る
・
自
由
に
活
動
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る
・
母
親
が
他
児
と
か
か
わ
る
う
ち
に
対
象
児
も
混
ざ
り
，
他
児
と
遊
ぶ
機
会
が
増
え
る
・
母
親
が
い
な
い
日
に
も
自
主
的
に
一
人
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
鹹
味
・
宮
原
・
宮
原
2
00
1

2
歳
11
か
月
 
入
園
時
か
ら

【
発
話
に
関
す
る
症
状
】

・
呼
名
に
対
す
る
返
事
は
な
く
，
話
を
し
な
い
・
家
庭
で
は
話
を
す
る
【
そ
の
他
の
症
状
や
活
動
の
様
子
】
・
表
情
が
硬
い
・
棒
立
ち
で
他
児
の
遊
び
を
見
る
・
話
し
か
け
ら
れ
る
と
顔
や
体
が
こ
わ
ば
る
保
育
所
 
9
か
月
 
・
担
任
保
育
士
2
名
 
・
副
担
任
1
名
【
保
育
に
お
け
る
支
援
・
介
入
】

・
笑
顔
で
話
し
か
け
る
・
そ
の
ま
ま
の
行
動
を
そ
ば
で
見
守
っ
て
受
容
し
，
根
気
強
く
対
応
す
る ・
返
事
で
手
を
あ
げ
た
と
き
「
す
ご
い
」
と
い
っ
て
賞
賛
す
る
・
対
象
児
の
気
持
ち
に
そ
っ
て
，
共
感
し
た
言
葉
で
安
心
さ
せ
見
守
る
・
対
象
児
の
か
か
わ
り
を
も
と
う
と
す
る
自
発
性
を
認
め
る
・
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
，
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
と
い
う
ま
な
ざ
し
で
見
守
る
・
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
応
答
的
な
発
問
を
し
，
言
語
的
交
流
を
す
る
・
対
象
児
の
好
き
な
遊
び
に
さ
そ
っ
て
，
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
さ
り
げ
な
く
手
を
つ
な
い
だ
り
頭
や
体
に
触
れ
，
声
を
か
け
な
が
ら
対
応
を
す
る
・
特
定
の
他
児
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
場
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
，
言
葉
で
行
動
を
促
す
・
外
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
の
中
で
名
前
を
呼
び
，
返
事
が
で
き
た
対
象
児
の
そ
ば
に
行
っ
て
賞
賛
の
拍
手
と
言
葉
で
受
容
す
る
・
子
ど
も
同
士
の
か
か
わ
り
を
，
少
し
離
れ
て
い
て
も
眼
差
し
を
向
け
，
他
児
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
見
守
る
・
子
ど
も
の
輿
味
の
あ
る
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
た
り
，
遊
び
の
工
夫
を
し
て
，
対
象
児
が
他
児
や
保
育
者
と
一
緒
に
遊
び
，
交
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
に
援
助
を
す
る
・
対
象
児
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
た
こ
と
に
対
し
て
「
よ
く
言
え
た
ね
」
と
賞
賛
す
る
・
呼
名
に
対
し
て
時
々
手
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
る
・
好
き
な
絵
本
・
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
，
一
定
の
距
離
を
お
き
鬼
ご
っ
こ
に
参
加
す
る
・
保
育
者
に
自
分
の
要
求
を
目
で
伝
え
る
よ
う
に
な
る
・
呼
名
の
時
，
表
情
が
や
わ
ら
か
く
な
り
手
を
挙
げ
て
頷
く
よ
う
に
な
る
・
保
育
者
に
笑
顔
を
見
せ
，
ブ
ロ
ッ
ク
を
手
渡
し
，
か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
・
呼
名
の
時
，
口
を
も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
声
を
出
そ
う
と
す
る
が
出
な
い
・
保
育
者
の
質
問
に
，「
川
に
行
っ
た
」
と
答
え
る
・
保
育
者
に
近
づ
き
笑
顔
を
見
せ
，
身
振
り
で
意
思
を
伝
え
る
よ
う
に
な
る
・
呼
名
の
時
，
笑
顔
を
見
せ
，「
は
い
」
と
小
さ
な
声
で
返
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
・
鬼
ご
っ
こ
で
は
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」
と
声
を
出
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
・
特
定
の
他
児
と
一
緒
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
・
外
で
の
呼
名
で
「
は
い
」
と
声
を
出
し
て
返
事
を
す
る
・
他
児
と
の
遊
び
で
「
あ
っ
ち
に
あ
る
」
と
言
う
・
保
育
者
に
近
づ
い
て
，
そ
ば
に
座
り
体
に
触
れ
よ
う
と
す
る ・
他
児
の
輪
の
中
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
・
保
育
者
に
「
き
っ
ぷ
」
と
言
っ
て
葉
っ
ぱ
を
手
渡
す
・
他
児
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
・
保
育
者
に
ボ
タ
ン
を
「
と
め
て
ー
」
と
言
っ
て
甘
え
る
わが国における保育場面で場面緘黙を示す幼児の支援に関する文献的検討
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いた。そして、実施されていた支援・介入には、
話すことに関するものと園生活や保育活動に関
するものがあった。話すことに関する支援・介
入としては、対象児が話すことができる相手 
（家族や担任） と遊んでいる場面に保育者や他
児が参加し、徐々に保育場面に近づけていく刺
激フェイディング法を適用している事例があっ
た （桜井・桜井， 2002； 沢宮・田上， 2003）。また、
対象児の発話に対する強化 （長谷川ら， 1988； 
鹹味ら，2001） や、対象児が応答しやすい質問
をする （鹹味ら， 1987）、対象児と電話で話す 
（小川， 1999） なども挙げられていた。以上から、
保育場面における話すことに関する支援・介入
は、先行研究において効果が報告されてきたア
プローチに加えて、対象児に応じた話す内容や
話す方法の工夫なども効果的であると考えられ
た。
園生活や保育活動に関する支援・介入の最初
の段階として、対象児との個別的なかかわりや
スキンシップが行われており （長谷川ら， 1988； 
長谷川・金田， 1996； 角田， 2017； 鹹味ら， 2001； 
桜井・桜井， 2002）、支援初期には保育者と対
象児との信頼関係を築くことが重要であると考
えられた。また、対象児の興味のある活動やク
ラスでのゲームやお店屋さんごっこ （長谷川
ら， 1988； 鹹味ら， 2001； 佐木・宮本， 2004； 
沢宮・田上， 2003） など、対象児の緊張や不安
を軽減する活動や他児とのかかわりが自然に生
起する活動の設定も必要であると考えられた。
そして、対象児を遊びに誘うように他児に頼む
こと （長谷川ら， 1988； 佐木・宮本， 2004） や、
対象児と気の合いそうな他児をそばにおく （長
谷川ら， 1988） など保育者とだけでなく他児と
のかかわりの機会を作ることや、降園後に対象
児が遊ぶことができるよう園庭や保育室を使用
する （秦， 1974） など対象児が安心して活動で
きる環境を保障することも重要であったと考え
られる。このような園生活や保育活動に関する
支援・介入によって、対象児は保育場面におけ
る集団活動や遊びに参加できるようになり、そ
れをきっかけに笑顔が見られたり笑い声が聞か
れるようになっていた。このような園生活にお
ける変化は、対象児の保育者や他児とのかかわ
りや言葉でのやりとりを促した要因の一つと考
えられた。その理由は、河井・河井 （1994） が
示した動作・態度の表出が感情・非言語コミュ
ニケーションの表出へとつながり、感情・非言
語コミュニケーションの表出が言語表出へつな
がるという階層構造によって説明できる。その
ため、幼稚園や保育所で対象児が安心して過ご
せるようになることは、対象児の発話や他者と
のコミュニケーションにおいても重要であった
と言える。以上のことから、保育場面において
も園山 （2017） や高木 （2017） が指摘したよう
に、話せるようになるための支援と幼稚園や保
育所で安心して過ごせるための支援の両方が必
要であると考えられた。
また、分析対象論文は1974年から2017年ま
でのものであったが、実施されていた支援・介
入の多くは年代にかかわらず、保育場面におい
て保育者が実施していたが、保育場面における
支援・介入に保護者が関与していた事例もあっ
た （長谷川・金田， 1996； 秦， 1974）。しかし、
2000年代に入ると保育場面における支援・介
入に対する保護者の関与は見られなかったこと
から、年代による家庭環境の変化が影響してい
る可能性もある。しかし、対象とした論文が10
編と少ないため、年代による支援・介入方法の
変化については、就学以降の児童生徒を対象と
した論文も含めて検討する必要があると考えら
れる。
本論文において分析対象とした保育場面での
支援・介入に関する論文はわずか10編であっ
たことから、わが国においても場面緘黙児への
支援は就学以降が中心となっていることが示唆
された。しかし、数は少ないものの1970年代
から保育場面における場面緘黙支援について報
告されていたことから、就学前に場面緘黙を早
期発見できた事例については、保育場面での支
援・介入が可能であると考えられる。今後は保
育場面で場面緘黙の幼児を確実に早期発見し、
早期対応を行える体制作りが求められ、そのた
藤原　あや・園山　繁樹
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めの研究知見の蓄積が必要であると言える。ま
た、分析対象論文の中で小学校入学後のフォ
ローアップが実施されていたのは 2 編 （桜井・
桜井， 2002； 沢宮・田上， 2003） のみであり、
佐木・宮本 （2004） は、小学校との連携や引継
ぎを課題として挙げていた。小学校入学という
環境の変化は、場面緘黙が顕在化する （高木， 
2017） きっかけとなることからも、今後はフォ
ローアップの実施や小学校との連携や引継ぎの
方法についても検討する必要があると考えられ
る。そして、本研究における分析対象論文は非
常に少なく、保育場面における支援・介入につ
いて十分な検討がなされているとは言えない。
本論文では日本の先行研究を分析対象とした
が、今後は、幼児期の保育・教育制度は異なる
ものの、海外における保育場面での場面緘黙支
援についても検討する必要がある。
付記
本研究は JSPS科研費16H03808の助成を受け
た。
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めの研究知見の蓄積が必要であると言える。ま
た、分析対象論文の中で小学校入学後のフォ
ローアップが実施されていたのは 2 編 （桜井・
桜井， 2002； 沢宮・田上， 2003） のみであり、
佐木・宮本 （2004） は、小学校との連携や引継
ぎを課題として挙げていた。小学校入学という
環境の変化は、場面緘黙が顕在化する （高木， 
2017） きっかけとなることからも、今後はフォ
ローアップの実施や小学校との連携や引継ぎの
方法についても検討する必要があると考えられ
る。そして、本研究における分析対象論文は非
常に少なく、保育場面における支援・介入につ
いて十分な検討がなされているとは言えない。
本論文では日本の先行研究を分析対象とした
が、今後は、幼児期の保育・教育制度は異なる
ものの、海外における保育場面での場面緘黙支
援についても検討する必要がある。
付記
本研究は JSPS科研費16H03808の助成を受け
た。
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A Brief Review of the Literature on Interventions for Preschoolers with  
Selective Mutism in Japan
Aya FUJIWARA* and Shigeki SONOYAMA**
The present study reviewed previous research on interventions for young children with selective 
mutism at kindergartens or nurseries in Japan. Of the previous research published in Japanese 
academic journals, ten studies were selected on the basis of our inclusion criteria. The age range of the 
subjects was from two to six. Many subjects had no speech, were excessive tension, and did not 
participate in activities or play in the classroom. Interventions for speaking and interventions for 
classroom routines and programs, were being conducted by the child carers or external supporters. 
Result, all subjects participated in activities or play and many of them could speak. Very few related 
studies have been published in Japanese journals. Thus, there is a great need for further research, 
including investigation of interventions for young children with selective mutism at kindergartens or 
nurseries in foreign countries, and of the status of selective mutism in Japan.
Key words:  selective mutism, preschool, kindergarten, nursery
